
 

               

 

 

和歌山市の繊維産業が、地域産業クラスター形成の核に 

～「和歌山県 繊維分野における地域産業クラスター計画」が公表～ 

 

令和８年１０月３０日、国の「地域未来戦略」に基づく「地域産業クラスター計画」の一つとし

て、「和歌山県 繊維分野における地域産業クラスター計画」が公表されました。本計画では、和歌

山市がクラスター形成の核となる区域に位置づけられています。 

本市は、丸編みニットをはじめとする繊維産業の国内有数の産地です。長年培われた技術やもの

づくりの基盤を生かし、県や関係自治体、事業者と連携して、市内繊維産業の活性化と地域経済の

持続的な成長を目指します。 

 

１ 和歌山市の繊維産業と本計画での位置づけ 

本市は、丸編みニットをはじめとする繊維製品の産地として発展してきました。特に丸編みニット

は、国内製造品出荷額の約４０％を占め、全国１位を誇ります。本計画では、こうした産業集積や

技術力を有する本市が、クラスター形成の核となる区域に位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域産業クラスター計画とは 

「地域未来戦略」は、地方に大規模な投資を呼び込み、各地に産業クラスターを形成することで、

地域産業・地域経済の持続的な成長を図る国の戦略です。「地域産業クラスター計画」は、その戦略

を構成する３類型の一つで、都道府県等が主体となって策定します。 

 
３ 本計画の概要 

対象産業 
繊維製品を核とする繊維産業（ニット生地製造業、パイル生地製造業、染色整理業、

繊維製品製造業） 

対象エリア 和歌山市、橋本市及び周辺町域 

目指す姿 
100 年以上の歴史の中で培われた高度な職人技と世界をリードする編織技術を生か

し、DXと GXを融合させた、持続可能で高付加価値な繊維製品の産地への転換 

 

担 当 課 産業政策課・商工振興課 

担 当 者 吉村・内畑 

電    話 
435－1040 

435－1233 

内  線 3032・3045 令和８年１１月１１日 

記 者 発 表 

和歌山市の計画推進の核となる事業者（例） 

株式会社エイガールズ【ニット生地製造事業者】 



 

４ 計画に掲げる主な取組 

•DXの推進や企業間の人材育成等による次世代生産体制の確立、省エネ・再エネ・環境対応投資、

認証取得や DPP導入による価値創出 

•他産地や食・観光産業との連携、ブランド力の強化、情報発信拠点の整備、先端素材の開発・活

用 

•デジタル技術を活用した、産地に蓄積された技能のデータ化・形式知化 

 

５ 想定される主な支援措置 

本計画に基づく事業について、次のような支援措置が示されています。 

•高付加価値化・生産性向上、AX・DX、省エネ・脱炭素に資する設備投資への支援 

•DX推進に向けた専門家派遣、経営幹部・ICT人材等の育成支援 

•新商品開発、オープンファクトリー、展示会出展、見本市・輸出商社とのマッチング、海外販路

開拓等への支援 

•地域未来交付金等によるインフラ環境整備、人材確保・育成・定着の取組への支援 

 

６ 和歌山市の今後の取組 

本市は、県及び関係自治体と連携し、計画に位置づけられた施策を通じて、市内繊維関連事業者の

設備投資や生産性向上、人材育成、販路開拓などを後押ししていきます。また、繊維産業と食・観

光など他分野との連携も視野に入れ、本市の強みである繊維産業の魅力と競争力を高め、地域経済

の活性化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<参考> 

【和歌山ニット商工業協同組合と児島ジーンズストリート協同組合との協業について】 
日時 令和８年１０月２４日（土） 
場所 岡山県倉敷市 児島ジーンズストリート 
協業主体 和歌山ニット商工業協同組合・児島ジーンズストリート協同組合 
 
「第１回デニムと夜市」において、和歌山ニット商工業協同組合と児島ジーンズストリート協同
組合は、両産地の技術や強みを生かした協業プロジェクトを発表しました。 
本プロジェクトでは、和歌山の「編む」と児島の「藍」を組み合わせた新ブランド「AMIAI（編
藍）」を立ち上げ、取組み第一弾として和歌山で製造した白のニットＴシャツを児島ジーンズス
トリートの各店舗が染色やプリント加工を施し販売していくことを予定しています。 
 
本市からは尾﨑市長が来賓として出席し、現地工場（美東有限会社）視察や倉敷市の伊東市長と
の意見交換を行うとともに、協業発表イベントにおいて祝辞を述べました。 
本市としても、今般策定した地域未来戦略を踏まえ、本プロジェクトを和歌山ニットの魅力や技
術力を広く発信する機会と捉え、両組合の連携を後押しするとともに、関係機関との情報共有や
広報活動などを通じて、販路拡大に向けた取組を支援していきます。 

 

 

現地工場視察（染色加工） 

【美東有限会社】 

児島ジーンズストリート 協業発表の様子 

尾﨑市長と、新ブランド「AMIAI（編藍）」 

Tシャツを着用する 

和歌山ニット商工業協同組合 山下理事長（右から３番目） 

児島ジーンズストリート協同組合 石橋代表理事（一番右） 


